



























































リアでは、VR や AR の研究に巨費を投じています。































































































































































































































































































































Unity や Unreal Engine といったゲームエンジンを使いこ
なせる開発者が世界的に求められるようになります。
Google やアリババ、Amazon、Netflix といった企業は、こ
うしたエンジニアも求めています。Unity などは比較的簡
単なプログラムですが、エンジニアが枯渇しているので、
これらをマスターすれば就職には困らないと思います。
　VR/AR プロデューサーも求められています。VR をど
うやって撮影したらいいのか、まだ分からないのです。
360度写っているって、どういうことでしょうか。従来の
映画監督は決められた画角の中で撮っていましたが、360
度の場合は後ろの映像もあるし、サウンドもステレオでは
なく360度の立体音響です。そうなったとき、どういうシ
チュエーションで撮ったら効果があるのか、どのくらいの
費用をかけるとどういったものができるのかといった辺り
が、まだまだ確立されていません。それらを理解して演出
できるプロデューサーが、非常に強く求められています。
　最後に挙げたいのは多言語対応の V Tuber、これは結
構ねらい目ではないかと思います。情報を発信したいけれ
ど顔は出したくないという人も、V Tuber なら理想の形
で出演できます。
　素晴らしいアイデアと魅力的なキャラを作り上げる力が
あれば、ある意味で世界を制することができるかもしれま
せん。エンターテインメントや教育やゲームの実況プレー
のようなものもできますし、まだ簡単にはできませんが、
今のうちに一生懸命勉強しておけば、新たなキャラクター
ビジネスやタレントビジネスのようなものに活用できるの
ではないかと思います。
　VR/AR/Vtuber には、可能性がまだまだたくさんあり
ます。ここに挙げただけではないし、AI などを組み合わ
せることでもっと広がっていきます。
　これらの技術はまだ参入障壁が高いぶん、ねらいどころ
がたくさんありますので、本日の私のお話が参考になれば
幸いです。ありがとうございました。
